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宅 間 研 究 壷 (基 礎し科 )

工学琴物理工学教室から,宅間宏氏が転任され長のは兼だ最近ですO高鳥和

式教授 (Ⅹ線回折)とちようど引き換え■ゐような形になりましたC 騎場には珍-
らしい米国製の革を運転して乗りこんでくる宅間氏は､その事にふさわしい其

銀の持主ですO同氏に書いて頂いた研究計画と,今までa)主な成果の Z)ス トを

記します｡ (覇者)

〔研究室員〕 助 教 授
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〔今後の研究計画〕
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誘導 ラマンおよびブリユアン散乱を始めとする非線型光学の研究を進めると

ともに､非線型分光や光混合を用いた新らしい分光学を開拓して行きたいと思

います0

-万,ガスレーザーを用いた散乱実験も準備中で､気体や固体ラマン分光等

を研究して行くつもりです｡

今までずっと続けてきた.分子線分光学の実験 も続けて行く予定です｡

応用物理的な仕事として, レーザ-による高速度写葺も重要なテーマとして

坂り上げていますO現在は､ホログラフィーを用いた高速度立体干渉写真を研

究中ですO

〔今 までの研究籍果〕 (沢山あるので主なものを選びました｡編者)
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